様式第１号（第４条関係）記入例


地域総合活性化事業交付金交付申請書
	
　　令和〇年　　〇月　　〇日

箕輪町長


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所　箕輪町大字中箕輪10298
区・団体名　〇〇区
代表者氏名　箕輪　太郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号　0265-79-3111


次のとおり地域総合活性化事業交付金を交付されるよう申請します。


記


１　事　業　名　　　　　　　　　　　　△△推進事業 　

２　交付申請額　　　　　　　　　　　　　　270,000　円












[bookmark: _Hlk41380945]２　交付金事業計画
（１）交付金事業名
	△△推進事業



（２）事業の趣旨・目的
	　区の内での△△の意識が薄く、なかなか△△が進んでいない状態にある。また、この数年で区民間でのつながりが希薄となってしまっている。そのため、この△△を推進していくことによって、区民間の交流を図るとともに、△△の意識向上を目指す。



（３）交付申請額等
	事業費
	360,000円

	
	区費等
	90,000円

	
	
	

	
	申請額
	270,000円


※詳細は内訳書に記載ください

（４）事業内容
	事業場所
	〇〇区公民館、□□体育館

	対象者
	区民全体（200人想定）

	実施内容
	１．△△講演会
　10月ごろに、□□体育館を使用し講演会を行う。
　講演会では、講師として●●氏をお呼びし、△△について講演をしていただく。
講演会を実施する２か月前から、常会や回覧板などを通じて講演会の広報を行い、参加者を募る。参加者は区民を対象とし、200人以上参加をしてもらうことを目標とする。

２．△△ワークショップ
　講演会後、参加できる区民で△△について、２時間ほどワークショップを行い検討や意見交換を行う。ワークショップで出た意見を基に、今後の区の△△の推進を行う。ワークショップでは軽食などを食べながら気軽に意見交換・交流できる雰囲気で実施。
　
３．△△啓発
　△△の啓発を行うためポスターやパンフレットを作成し、区民の目に入る公民館や集会などに掲示、回覧板等で配布する。また、納涼祭や運動会などでも広報活動を実施する。


※いずれも具体的かつ詳細に記載してください。これに記入できない分については別紙を添付すること。

（５）事業予定期間
　事業期間が複数年度にわたる場合は、単年度で実施できない理由と年度ごとの事業内容を記載してください。
	事業予定期間
	令和○年○月
	～
	令和●年●月

	理由※
	


	事業内容※
	初年度
	


	
	２年度
	


	
	３年度
	



※複数年度実施事業場合記載してください。事業内容について、４年度以降があれば枠を増やして記載してください。

（６）事業の期待される効果
	　△△推進を通じて、区民の△△の意識の向上を行い、△△の意識が高まれば、区民が生活しやすい〇〇区となることができる。また、区民の集う機会が減少してきているので、区民間の交流を行い、区民間のつながりを強めることができる。



（７）今後の動向	
	　来年度以降も、△△の啓発活動を実施し、引き続き区民の△△に対する意識の向上を行っていく。




